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あしたは、ずっと　たのしみに　していた　
ほいくえんの　にゅうえんしきです。
でも、おてんきが　とても　わるい　みたい……。

アッパレンジャー

アッパレンジャー

おねがい

おねがい

あしたは、ずっと　たのしみに　していた　
ほいくえんの　にゅうえんしきです。
でも、おてんきが　とても　わるい　みたい……。
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えいとくんは、なんども　まどの　そとを　かくにんします。
でも、やっぱり、おそらには　くもが　いっぱい。
あーあ、だれか　あの　くも、やっつけちゃって　くれないかな。

えいとくんは、なんども　まどの　そとを　かくにんします。
でも、やっぱり、おそらには　くもが　いっぱい。
あーあ、だれか　あの　くも、やっつけちゃって　くれないかな。

すると、その　ようすを　みて　いた　おかあさんが　いいました。
「ねぇ、えいと。てるてるぼうず、つくろっか」
「うん！！」

すると、その　ようすを　みて　いた　おかあさんが　いいました。
「ねぇ、えいと。てるてるぼうず、つくろっか」
「うん！！」



ひ
き

 ゆ
う

い
ち

ひ
き

 ゆ
う

い
ち

2
2

お
ね

が
い

ア
ッ

パ
レ

ン
ジ

ャ
ー

お
ね

が
い

ア
ッ

パ
レ

ン
ジ

ャ
ー

9784909939883

えいとくんは、なんども　まどの　そとを　かくにんします。
でも、やっぱり、おそらには　くもが　いっぱい。
あーあ、だれか　あの　くも、やっつけちゃって　くれないかな。

えいとくんは、なんども　まどの　そとを　かくにんします。
でも、やっぱり、おそらには　くもが　いっぱい。
あーあ、だれか　あの　くも、やっつけちゃって　くれないかな。

すると、その　ようすを　みて　いた　おかあさんが　いいました。
「ねぇ、えいと。てるてるぼうず、つくろっか」
「うん！！」

すると、その　ようすを　みて　いた　おかあさんが　いいました。
「ねぇ、えいと。てるてるぼうず、つくろっか」
「うん！！」
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おかあさんは　さっそく、いろんな　いろの　ぬので、てるてるぼうずを
つくり　はじめました。
えいとくんも、となりで　おてつだいを　します。
「すきな　いろを　えらんでね」
おかあさんに　そういわれ、えいとくんは　ドキドキ　ワクワク。

おかあさんは　さっそく、いろんな　いろの　ぬので、てるてるぼうずを
つくり　はじめました。
えいとくんも、となりで　おてつだいを　します。
「すきな　いろを　えらんでね」
おかあさんに　そういわれ、えいとくんは　ドキドキ　ワクワク。

おかあさんは、てるてるぼうずに　ピンクいろの　ぼたんも
つけて　くれました。
さいごに、えいとくんが　めを　かいて、８つの　おしゃれな
てるてるぼうずの　かんせいです。

おかあさんは、てるてるぼうずに　ピンクいろの　ぼたんも
つけて　くれました。
さいごに、えいとくんが　めを　かいて、８つの　おしゃれな
てるてるぼうずの　かんせいです。
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おかあさんは　さっそく、いろんな　いろの　ぬので、てるてるぼうずを
つくり　はじめました。
えいとくんも、となりで　おてつだいを　します。
「すきな　いろを　えらんでね」
おかあさんに　そういわれ、えいとくんは　ドキドキ　ワクワク。

おかあさんは　さっそく、いろんな　いろの　ぬので、てるてるぼうずを
つくり　はじめました。
えいとくんも、となりで　おてつだいを　します。
「すきな　いろを　えらんでね」
おかあさんに　そういわれ、えいとくんは　ドキドキ　ワクワク。

おかあさんは、てるてるぼうずに　ピンクいろの　ぼたんも
つけて　くれました。
さいごに、えいとくんが　めを　かいて、８つの　おしゃれな
てるてるぼうずの　かんせいです。

おかあさんは、てるてるぼうずに　ピンクいろの　ぼたんも
つけて　くれました。
さいごに、えいとくんが　めを　かいて、８つの　おしゃれな
てるてるぼうずの　かんせいです。
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えいとくんは、すぐに　てるてるぼうずを　つるします。
こころを　こめて、ていねいに　ならべて　いきました。
どうか、あしたは　おてんきに　なりますように！

えいとくんは、すぐに　てるてるぼうずを　つるします。
こころを　こめて、ていねいに　ならべて　いきました。
どうか、あしたは　おてんきに　なりますように！
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えいとくんは、すぐに　てるてるぼうずを　つるします。
こころを　こめて、ていねいに　ならべて　いきました。
どうか、あしたは　おてんきに　なりますように！

えいとくんは、すぐに　てるてるぼうずを　つるします。
こころを　こめて、ていねいに　ならべて　いきました。
どうか、あしたは　おてんきに　なりますように！
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つぎの　ひの　あさ。
おかあさんの　こえで　えいとくんは　めを　さましました。
「えいと、おきて！　おてんきに　なったよ！」

えいとくんは　さっそく、まどの　そとを　たしかめました。
きのうの　くもは　どこにも　ありません。
きれいな　あおぞらが　ひろがって　いました。
「てるてるぼうずさん、ありがとう！」
えいとくんは、しっかりと　てるてるぼうずに　おれいを　いうと、
ウキウキしながら　にゅうえんしきに　むかいました。

つぎの　ひの　あさ。
おかあさんの　こえで　えいとくんは　めを　さましました。
「えいと、おきて！　おてんきに　なったよ！」

えいとくんは　さっそく、まどの　そとを　たしかめました。
きのうの　くもは　どこにも　ありません。
きれいな　あおぞらが　ひろがって　いました。
「てるてるぼうずさん、ありがとう！」
えいとくんは、しっかりと　てるてるぼうずに　おれいを　いうと、
ウキウキしながら　にゅうえんしきに　むかいました。



ひ
き

 ゆ
う

い
ち

ひ
き

 ゆ
う

い
ち

5
5

お
ね

が
い

ア
ッ

パ
レ

ン
ジ

ャ
ー

お
ね

が
い

ア
ッ

パ
レ

ン
ジ

ャ
ー

9784909939883

つぎの　ひの　あさ。
おかあさんの　こえで　えいとくんは　めを　さましました。
「えいと、おきて！　おてんきに　なったよ！」

えいとくんは　さっそく、まどの　そとを　たしかめました。
きのうの　くもは　どこにも　ありません。
きれいな　あおぞらが　ひろがって　いました。
「てるてるぼうずさん、ありがとう！」
えいとくんは、しっかりと　てるてるぼうずに　おれいを　いうと、
ウキウキしながら　にゅうえんしきに　むかいました。

つぎの　ひの　あさ。
おかあさんの　こえで　えいとくんは　めを　さましました。
「えいと、おきて！　おてんきに　なったよ！」

えいとくんは　さっそく、まどの　そとを　たしかめました。
きのうの　くもは　どこにも　ありません。
きれいな　あおぞらが　ひろがって　いました。
「てるてるぼうずさん、ありがとう！」
えいとくんは、しっかりと　てるてるぼうずに　おれいを　いうと、
ウキウキしながら　にゅうえんしきに　むかいました。
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でも、それからも……

でも、それからも……

……いやな　おてんき
　　　　　ばかりでした。

……いやな　おてんき
　　　　　ばかりでした。
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でも、それからも……

でも、それからも……

……いやな　おてんき
　　　　　ばかりでした。

……いやな　おてんき
　　　　　ばかりでした。
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そんな、あるひ。
ほいくえんの　おひるねの　じかんに、きゅうに　おてんきが　わるく
なりました。おそらは、どんよりとした　くもで　いっぱい。
えいとくんも、おともだちも、こわくて　こわくて　ねむれません。

そんな、あるひ。
ほいくえんの　おひるねの　じかんに、きゅうに　おてんきが　わるく
なりました。おそらは、どんよりとした　くもで　いっぱい。
えいとくんも、おともだちも、こわくて　こわくて　ねむれません。

だれか、たすけて……。

あの　くも、やっつけちゃってよ……。

だれか、たすけて……。

あの　くも、やっつけちゃってよ……。
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そんな、あるひ。
ほいくえんの　おひるねの　じかんに、きゅうに　おてんきが　わるく
なりました。おそらは、どんよりとした　くもで　いっぱい。
えいとくんも、おともだちも、こわくて　こわくて　ねむれません。

そんな、あるひ。
ほいくえんの　おひるねの　じかんに、きゅうに　おてんきが　わるく
なりました。おそらは、どんよりとした　くもで　いっぱい。
えいとくんも、おともだちも、こわくて　こわくて　ねむれません。

だれか、たすけて……。

あの　くも、やっつけちゃってよ……。

だれか、たすけて……。

あの　くも、やっつけちゃってよ……。
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だれか……たすけて……おねがい、だれか……

だれか……たすけて……おねがい、だれか……

アッパレンジャー
　　　　しゅつどう……

アッパレンジャー
　　　　しゅつどう……
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だれか……たすけて……おねがい、だれか……

だれか……たすけて……おねがい、だれか……

アッパレンジャー
　　　　しゅつどう……

アッパレンジャー
　　　　しゅつどう……
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アッパカパーン！
「はじめまして、えいとくん。
ぼくたち、アッパレンジャー」

アッパカパーン！
「はじめまして、えいとくん。
ぼくたち、アッパレンジャー」

「じつはね、えいとくん。こんな　おてんきに　なって　
しまったのは、おそらに　いる　おにぐもたちの
しわざ　なんだ」
「これから、そいつらを　やっつけに　いくから、
おうえん　してほしい」

「じつはね、えいとくん。こんな　おてんきに　なって　
しまったのは、おそらに　いる　おにぐもたちの
しわざ　なんだ」
「これから、そいつらを　やっつけに　いくから、
おうえん　してほしい」

そういうと、アッパレンジャーは
　　　　　　　　おそらに　とんで　いきました。

そういうと、アッパレンジャーは
　　　　　　　　おそらに　とんで　いきました。

「え、だれ？　あっぱ……れ？　んじゃー？」

「え、だれ？　あっぱ……れ？　んじゃー？」
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アッパカパーン！
「はじめまして、えいとくん。
ぼくたち、アッパレンジャー」

アッパカパーン！
「はじめまして、えいとくん。
ぼくたち、アッパレンジャー」

「じつはね、えいとくん。こんな　おてんきに　なって　
しまったのは、おそらに　いる　おにぐもたちの
しわざ　なんだ」
「これから、そいつらを　やっつけに　いくから、
おうえん　してほしい」

「じつはね、えいとくん。こんな　おてんきに　なって　
しまったのは、おそらに　いる　おにぐもたちの
しわざ　なんだ」
「これから、そいつらを　やっつけに　いくから、
おうえん　してほしい」

そういうと、アッパレンジャーは
　　　　　　　　おそらに　とんで　いきました。

そういうと、アッパレンジャーは
　　　　　　　　おそらに　とんで　いきました。

「え、だれ？　あっぱ……れ？　んじゃー？」

「え、だれ？　あっぱ……れ？　んじゃー？」
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アッパレンジャーは、おおきな　くもの　ちかくから　
おにぐもたちを　さがします。
そして、ふたたび、そらたかく　まい　あがりました。

アッパレンジャーは、おおきな　くもの　ちかくから　
おにぐもたちを　さがします。
そして、ふたたび、そらたかく　まい　あがりました。
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アッパレンジャーは、おおきな　くもの　ちかくから　
おにぐもたちを　さがします。
そして、ふたたび、そらたかく　まい　あがりました。

アッパレンジャーは、おおきな　くもの　ちかくから　
おにぐもたちを　さがします。
そして、ふたたび、そらたかく　まい　あがりました。
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「きたな、アッパレンジャー」
「こら、おにぐもたち！　おまえたちの　せいで、えいとくんや
ほいくえんの　みんなが、こわくて　おひるね　できないじゃないか！」

「きたな、アッパレンジャー」
「こら、おにぐもたち！　おまえたちの　せいで、えいとくんや
ほいくえんの　みんなが、こわくて　おひるね　できないじゃないか！」

「うるさい。おれたちの　じゃまを　するなら、こうしてやる！！」　

「うるさい。おれたちの　じゃまを　するなら、こうしてやる！！」　
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「きたな、アッパレンジャー」
「こら、おにぐもたち！　おまえたちの　せいで、えいとくんや
ほいくえんの　みんなが、こわくて　おひるね　できないじゃないか！」

「きたな、アッパレンジャー」
「こら、おにぐもたち！　おまえたちの　せいで、えいとくんや
ほいくえんの　みんなが、こわくて　おひるね　できないじゃないか！」

「うるさい。おれたちの　じゃまを　するなら、こうしてやる！！」　

「うるさい。おれたちの　じゃまを　するなら、こうしてやる！！」　
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  「う、うわーーーー！！」
アッパレンジャーは、みるみる　うごけなく　なって　しまいました。

えいとくんは、いっしょうけんめい　おうえんします。

  「う、うわーーーー！！」
アッパレンジャーは、みるみる　うごけなく　なって　しまいました。

えいとくんは、いっしょうけんめい　おうえんします。

すると、くるしむ　アッパレンジャーが　いいました。
「えいとくん……たすけて！」
「え……」
えいとくんは、なかなか　ゆうきが　でません。
でも、このままでは　アッパレンジャーが　やられてしまいそうです。

「ほいくえんの　みんなの　ためにも……。えいとくん、たすけて」

すると、くるしむ　アッパレンジャーが　いいました。
「えいとくん……たすけて！」
「え……」
えいとくんは、なかなか　ゆうきが　でません。
でも、このままでは　アッパレンジャーが　やられてしまいそうです。

「ほいくえんの　みんなの　ためにも……。えいとくん、たすけて」
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  「う、うわーーーー！！」
アッパレンジャーは、みるみる　うごけなく　なって　しまいました。

えいとくんは、いっしょうけんめい　おうえんします。
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すると、くるしむ　アッパレンジャーが　いいました。
「えいとくん……たすけて！」
「え……」
えいとくんは、なかなか　ゆうきが　でません。
でも、このままでは　アッパレンジャーが　やられてしまいそうです。

「ほいくえんの　みんなの　ためにも……。えいとくん、たすけて」
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「とどめだ！！
  かくごしろ、アッパレンジャー！！！！」

「とどめだ！！
  かくごしろ、アッパレンジャー！！！！」

おにぐもたちが、こうげきを　しようと　ちかづいた　しゅんかん、
えいとくんは、ゆうきを　ふり　しぼり、
アッパレンジャーを　おもいきり　だき　よせました。

おにぐもたちが、こうげきを　しようと　ちかづいた　しゅんかん、
えいとくんは、ゆうきを　ふり　しぼり、
アッパレンジャーを　おもいきり　だき　よせました。

じゆうに　なった　アッパレンジャーは、ちりぢりに　なると、
くちを　そろえて　いいました。

じゆうに　なった　アッパレンジャーは、ちりぢりに　なると、
くちを　そろえて　いいました。

「ありがとう！　えいとくん！」

「ありがとう！　えいとくん！」

「もう、やめて！！」

「もう、やめて！！」
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かくごしろ！ おにぐも！

かくごしろ！ おにぐも！

せーの！
アッパレーザー！」

せーの！
アッパレーザー！」
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アッパレンジャーの　こうせんを　うけた　おにぐもたちは、
あっというまに　まわりの　くもと　いっしょになり、そのうち
きえて　しまいました。

アッパレンジャーは　そのようすを　しばらく　みとどけると……

アッパレンジャーの　こうせんを　うけた　おにぐもたちは、
あっというまに　まわりの　くもと　いっしょになり、そのうち
きえて　しまいました。

アッパレンジャーは　そのようすを　しばらく　みとどけると……
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……ぃと……ぇいと！　えいとってば！
ゆっくり　めを　あけると、おとうさんと　あかあさんが　いました。
「もう、いつまで　ねてるのよ。かえるよ」
「てんきも　よく　なったぞ」
なーんだ、ゆめ　だったのか……。
えいとくんは、アッパレンジャーの　ことを　おもいだして、
すこし　さびしく　なりました。
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えいとくんは、アッパレンジャーの　ことを　おもいだして、
すこし　さびしく　なりました。
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かえりみち。
「さっき、まえに　つくった
てるてるぼうずを　かざったの。そしたら、はれたの！」
と、おかあさんが　いいました。

「やっぱり、アッパレンジャーの　おかげ　なんだ！」
ゆめじゃ、なかったんだ。だって、めの　まえにも……ほら……。
ぼくの　おねがい、かなえてくれて　ありがとう、アッパレンジャー。
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